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年頭のごあいさつ
　明けましておめでとうございます。令和初めての
新春を迎えました。
　新しい時代に少し当院の歴史などを振り返ってみ
ます。当院は昭和14年（1939年）に結核治療を目
的に開院し、“療養所”あるいは“愛療”と呼ばれて
きました。時代とともに病院の役割も変化してきて
います。結核治療では現在も愛媛県の中心的役割を
果たしていますが、病床は20床のみです。病院の主
体は160床の重症心身障害病棟と50床の神経難病病
棟（一部重症小児）からなる慢性期病床と、救急に
も対応する150床の一般急性期病床から構成されて
います。外来診療科は内科、外科、整形外科です。
内科は医師18名で呼吸器内科、循環器内科、消化器
糖尿病内科、脳神経内科などの専門医がおり充実し
ております。外科は医師３名、整形外科も医師３名
でさまざまな手術が行える体制です。2016年からは

中予圏域の救急輪番病院に入り、地域救急医療
にも貢献しています。
　昨年、当院は厚労省から再編統合の検証要請
対象の県内６病院の一つとして名前を挙げられ
ました。しかし、これは急性期病床の限られた
データからの判定です。当院の急性期病床は重
症心身障害病棟などの特殊な慢性期患者の急変
時対応のレベルを維持するためにも必要です。
また東温市において、高度専門医療の愛大附属
病院はありますが、地域の一般急性期病院とし
ての役割は大きいものと考えています。新しい
時代のニーズに応じて病院の機能を変えて地域
に役立つ病院であり続けたいと思っています。
　本年も宜しくお願い申し上げます。

院長　岩田 猛

氷柱群（東温市滑川）
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賞状を手にする土手副看護師長

心電図検定合格者
前列左から：八木看護師　矢野理学療法士
　　　　　　泉循環器内科医師
後列左から：舩田循環器内科医長
　　　　　　黒川医化学主任　丸橋理学療法士

　当院循環器科は東温地区・松山東部地区
の心臓病患者さんだけでなく、愛媛大学医
学部附属病院や愛媛県立中央病院から紹介
を受けた心臓病手術後の患者さんや重症の
心不全患者さんが日常生活を円滑に営める
ための心臓リハビリテーションに力を入れ
ています。昨夏、私たち“チーム心リハ”
にとって嬉しいニュースがありましたので
ご報告します。
　毎年開催されている日本心臓リハビリ
テーション学会学術集会で、土手副看護師
長（写真）の発表が優秀演題賞を受賞しま
した。生涯において継続が推奨されている
心臓病患者さんのリハビリ分野において、
看護の実践と運動療法の長期継続の関連性
をまとめた内容でした。
　ここ数年、全国規模で心電図検定試験（１
級～４級）が行われています。今年の受検

者数7,232名からも関心の高さが伺えます。心電図検査は
心臓病を診断する上で骨格をなす検査であるため、日頃 
心電図モニター装着下の心臓病患者さんに運動療法を行っ
ている私たち“チーム心リハ”にとって同検定への受験は
必須と考えました。言い出しっぺの筆者も久しぶりに受験
生さながらの日常を楽しみました。おかげさまで１級（合
格率 51%）を受験した泉循環器科医師、黒川生理検査室
技師と筆者は皆合格しました。“チーム心リハ”からは八
木専従看護師と丸橋・矢野両理学療法士が２級（合格率 
68%）に合格しました。今回の試みを地道に継続すること
により心電図の判読精度や医療レベルの向上を介して心臓
リハビリ分野だけでなく地域医療に貢献できればと思って
います。
　ラグビーワールドカップに熱狂した2019年、大方の予
想どおり流行語大賞は“ONE TEAM”に決まりました。
私たちも質の高い心臓リハビリテーションの継続と新たな
情報発信を目標にチーム一丸となって活動します。2020
年版 “愛媛医療センター チーム心リハ” のネクスト・ス
テップにご期待ください。

循環器内科医長　舩田 淳一
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チーム心リハ次なるステップ目指して



　社会福祉法人名石会を2014年に設立し、５年が
過ぎました。「名石会（めいしかい）」という名前は、
松山市浅海にそびえ立つ名石山が由来です。地域
の方々と一緒に歩み、地域に密着したサービスを
提供したいとの思いからこの名前を付けました。
　当法人では、今治市延喜に「障害者施設　のま

（しゅうろう支援Ｂ型・生活介護）」、松山市堀江町
に「福祉施設　シーサイド堀江（共同生活援助・
短期入所）」、松山市星岡に「特別養護老人ホーム
ほしのおか（特別養護老人ホーム・短期入所生活
介護・小規模多機能型居宅介護）」の計３施設を開
設しております。利用者の意向を尊重して福祉サー
ビスを総合的に提供できるよう創意工夫し、個人

の尊厳を保持しつつ、地域社会生活を共に歩むこ
とができるよう支援することを目的とし運営を
行っております。
　利用者の皆様には、関係法人の農業部門と連携
し、整地した山で車イスのままみかん狩りを楽し
んでいただいたり、夏には各施設で夏祭りを開催
し地域の方々と交流をしたりと、四季折々の催し
物を開催するなどして余暇時間の充実にも注力し
ています。
　歴史が浅い法人ではございますが、地域の方々
との交流を大切にし、地域と共に歩み信頼されるよ
う成長していきたいと考えております。これからも、
微力ながら地域に貢献してまいりたいと存じますの
で、今後ともよろしくお願い申し上げます。

施設名：社会福祉法人名石会
　　　　特別養護老人ホームほしのおか
　　　　　特別養護老人ホーム　29名
　　　　　短期入所生活介護　９名
　　　　　小規模多機能型居宅介護
　　　　　（通所14名　宿泊９名）
住　所：松山市星岡１丁目31-7
電　話：089-909-5454　　
ＦＡＸ：089-905-3388

繋がる地域医療連携

特別養護老人ホームほしのおか地 域 の 輪地 域 の 輪地 域 の 輪

　以前に比べて効果のある薬剤も徐々にでてきて
います。若干副作用もありますので、十分に説明
させていただき、使用
に関して相談させてく
ださい。こういった薬
でも良くなると中止が
可能な方も多くいます
ので、気になって困る
場合は気軽にご相談く
ださい。　

整形外科　曽我部 弘人

　「手がしびれて夜気になって寝られない」など上
肢のしびれ・疼痛を訴えて来院する方は少なくあり
ません。脳神経内科など全身疾患関連の原因もあり
ますが、頸椎での圧迫性脊髄症や神経根症、頸椎
以遠の末消神経レベルでの頸肩腕症候群や各種の
絞扼性末梢神経障害の頻度は少なくありません。
　患者さんの症状に応じて対応していますが、原
因を知りたいため来院されているケースが多いで
す。初診時に診断が確定することもありますが、
対症的に生活指導や薬剤での経過観察も多いです。
お薬や運動の制限をすることもありますが逆に運
動や姿勢指導することもあります。神経ブロック
や手術が必要なこともあります。

各科のドクターがそれぞれの専門分野から、病気・
治療・予防等々フリーテーマで一文をしたためます。医 心 伝 心

上肢のしびれ・疼痛のおはなし
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　この度、令和元年９月24日より核医学診断装置
（ガンマカメラ）を更新し、稼動を開始しました。
放射線科で行われるX線撮影・CT・MRIなどの検
査では主にかたち（形態画像）を診ています。核
医学検査では血流や代謝などの人体の機能（機能
画像）を観察することに優れています。
　核医学検査とはあらかじめ目印をつけておいた
薬剤を静脈から注射し、体内を流れたり特定の臓
器などに集まる様子を体の外から撮影して体内の
働きを画像にする検査です。
　撮影された画像から各臓器の血流や働きなどそ
の他の検査ではわからない貴重な情報を得ること
ができます。
　脳の血流を観察できる脳血流シンチでは脳血管
障害や認知症の診断に、心筋梗塞などの虚血性心
疾患の診断に心筋血流シンチを行っています。そ
の他全身の骨や炎症・腫瘍を対象とした検査など
さまざまな部位の検査もあります。
　今回更新したガンマカメラには従来の機種には
なかった新しい機能が搭載されております。カメ
ラの回転中にデータ収集することや感度を増した
コリメータによりガンマ線を効率的に検出したり、
画像処理によって分解能を（画質）を向上させる
ことができるようになりました。これらによって
検査時間の短縮が可能となり、診療画像の向上に
つながります。

　核医学検査に用いられる薬剤（放射性医薬品）
には微量の放射能が含まれます。しかし、短い半
減期（数時間から数日程度）の薬剤を使用するこ
とで放射能は早期に減衰します。また、尿や便に
よって体外へ放出されるため遅くとも数日後には
ほとんど体内に残っていることはありません。ま
た、CTやMRIなどで使用される造影剤などに比
べて副作用はほとんどありませんので安心して検
査が受けられます。
　あまり一般的な検査ではないので内容について
ご存じでない方も多くいらっしゃると思います。
検査時の被ばくのことや検査の詳しい内容につい
ては担当技師にお気軽にお尋ねください。

放射線科特殊撮影主任　福岡 宏貴

MRIと脳血流シンチの比較 心筋血流シンチとCTの合成画像

最新式
導 入

ガンマカメラ
ディスカバリーＮＭ830



5愛媛医療センターニュース　石鎚　第58号

医療安全
管 理 室
だ よ り
こんなことしています

医療安全
管 理 室
だ よ り
こんなことしています

　国立病院機構の
病院では、平成25
年度より医療安全
相互チェックを実

施しています。医療安全相互チェックは、第三者
による医療安全対策の現状について評価を受け、
優れている点や改善が必要な点について意見交換
を行います。そして自病院の問題点は改善し、優
れている点や良い取り組みを取り入れることで、
医療安全の質の向上を目指すための活動です。
　今年度は新たに「セーフティネット分野におけ
る医療安全相互チェック」が開始されました。セー
フティネット分野とは、国立病院機構が担ってい
る大きな役割である重症心身障害・神経筋難病・
精神科医療の３つの分野のことで、当院は神経筋
難病分野の徳島病院、高松医療センターと連携し
ています。
　実際11月21日に、当院から医療安全管理室長を
含む７名で徳島病院を訪問し、評価させていただ
きました。徳島病院では、人工呼吸器装着や経管
栄養、日常生活に全介助を要するような多くの神
経筋難病の患者さんが長期にわたって入院されて

おり、医師・看護師・臨床工学技士・理学療法士
等の多職種が協働し、患者さんに安心安全な医療・
看護が提供されていました。なかでも骨折防止や
経管栄養の誤注入防止の対策等は当院でも参考に
させていただきたい取り組みでした。来年度は当
院がセーフティネット分野の訪問、評価を受けま
す。今後も医療安全相互チェックを継続すること
で、医療安全の質の向上に努めていきたいと思い
ます。

医療安全管理係長　佐久間 千代子

　明けましておめでとうございます。本年もどう
ぞよろしくお願いいたします。
　新しい年の幕開けにふさわしいお料理といえば

“おせち料理”ですね。
　おせち料理の定番となっている食材には、一つ
ひとつ意味が込められているのですが、御存じで
しょうか。
　今回は、お正月食材の一つでもある「れんこん」
についてご紹介したいと思います。
　れんこんは、複数の穴が開いていて向こう側が
見渡せることから「将来の見通しがきく」という
縁起物として用いられています。また、種が多い
ことから多産を象徴し「子孫繁栄」としての意味
ももっているそうです。れんこんの花である蓮の
花は、「極楽浄土に最もふさわしい花」とされ、神

聖な植物とされることから、その地下茎であるれ
んこんも清浄な食物とされ、もとは神様への供物
であったおせちに最適とされたそうです。
　れんこんには、血圧の上昇を抑え、高血圧の予
防にも効果があるカリウム、便秘解消の効果が期
待できる食物繊維、疲労回復や感染症予防、皮膚
や粘膜に作用し美肌効果にも重要なビタミンCな
どさまざまな栄養素が含まれています。通常、ビ
タミンCは熱に弱いですが、れんこんのビタミン
Cは、でんぷんに守られているので、加熱しても
壊れにくいのが特徴です。
　シャキシャキとした食感の酢の物やきんぴら、
ほくほくとした食感の煮物、天ぷらなど…メニュー
の 幅 も 広 が り ま
す。
　煮てよし！炒め
てよし！揚げてよ
し！のれんこんを
是非食卓に取り入
れてみませんか。

四季燦餐
～れんこんの巻～

今回のチェック
項目は…

セーフティネット分野における
医療安全相互チェックについて



　今回の開催地は名古屋。放射線科からは山本副
診療放射線技師長と私が参加しました。会場の名
古屋国際会議場では、他施設の方々と交流したり、
口演発表を聞いたりとあっという間に時間が過ぎ、
私の発表の時間が迫ってきました。国病学会での
発表は今回で２回目であり、場慣れしていると思っ
ていたのですが、発表の１時間前あたりから次第

　令和元年９月29日（日曜日）に健康フォーラム
2019に参加しました。このイベントは東温市医師
会、東温市歯科医師会、愛媛大学附属病院、東温市、
愛媛県病院薬剤師会、松山薬剤師会、愛媛医療セ
ンターとの共催で、今年で14年目になります。　
　今回のテーマは「上手に食べて、噛んで、飲み
込もう！」。いつまでも口からおいしく食べて、健
康でいようという思いが込められています。当院
は「測ってみよう肺年齢・骨密度・腹囲・血圧」「ム
セない食事の作り方、食べさせ方」そしてキッズ
コーナー「お菓子でおくすり作り」のイベントを
担当しました。　
　オープニングセレモニーが終わると、早くも「お
菓子でおくすり作り」には長蛇の列！毎回大人気
です。マーブルチョコなどお菓子をおくすりに見
立て処方し、分包機で一包化します。出来上がっ
たおくすり袋を楽しそうに見ている子どもを見る
と私たちも嬉しくなりました。
　また、今年のテーマにちなんで企画した「ムセ
ない食事の作り方、食べさせ方」では、当院で提
供している嚥下食の展示や食べさせ方のポスター
掲示、そしてとろみ茶作りの体験を行いました。
麦茶にとろみ剤を入れてとろみ茶を作り、試飲を

に様子がおかしくなり、緊張でガタガタ言ってい
た私ですが、座長さんのフォローや職場の面々の
応援もあり、落ち着いて発表することができまし
た。その甲斐あってか、副技師長と私共々ベスト
ポスター賞を頂くことができました。
　発表後は職場のメンバーと夜の名古屋に繰り出
しました。院内開催の交流会もいいですが、環境
の違う場所での交流はまた格別に楽しかったで
す！名古屋グルメでらうみゃー！！
　今回のテーマである「令和における国立医療の
挑戦～明日は変えられる～」。発表するにあたり、
数ヵ月前から発表内容を考え、業務終了後や休日
にデータをまとめたり、倫理委員会の申請を行っ
たりと何かと大変ではありましたが、国立病院機
構の職員として国病学会での発表は自分を成長さ
せ、レベルアップする良いきっかけになりました。
皆さんも、来年の国病学会の発表に挑戦してみる
のはいかがでしょうか？

放射線科　西川 剛史

していただきました。以前家族にとろみ剤を使用
して介護していた方は「こういうものだったんだ」
と驚いていました。
　どのイベントもたくさんの方に来ていただき、
今回は約700名の参加があり、大盛況に終わるこ
とができました。来年も地域の皆様に喜んでいた
だけるイベントを企画したいと思います。

副看護部長　橘 緑里

オープン
スクールのおしらせ
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東温市健康フォーラム2019

帰院後受賞ポスターの前で
左から：山本副技師長・大松技師長・西川技師

左から：竹歳事務部長　阿部副院長
　　　　いのとん（東温市のゆるキャラ）
　　　　久保統括診療部長　会場前にて

放射線科 山本副技師長・西川技師 第73回 国立病院総合医学会で
ベストポスター賞

受
　賞
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　令和元年12月４日に私たち１年生42名の決
意式が行われました。
　決意式に向けて、運営や構成など委員を中
心にクラス全員で話し合い、協力して準備を
すすめました。慣れないことばかりで大変だっ
たこともありましたが、クラスで意見を出し
合い、よりよい決意式になるようクラス全員
が団結することができました。
　一人ひとりナイチンゲールから受け継いだ
灯火を、１年生の輝きを表すダイヤの形で表
現しました。どうしたらきれいに見せられる
か模索しながら、何度も何度も練習を重ねて

いくうちに、クラスが１つにまとまり、当日
は今までで１番輝いたダイヤの形を現すこと
ができました。そして、ナイチンゲール誓詞
を斉唱したあと、「看護師を目指す者として、
責任を持ち、医療チームの一員として、協調性、
積極性を身につけ、質の高いケアが提供でき
るよう努力し続けることを誓います」と私た
ちの決意の言葉を述べました。
　学校長からは、「どんな時もあきらめず、一
歩一歩前に進んでいってください」と激励の
お言葉をいただきました。
　家族や看護師長、先輩、先生方などお祝い
してくださったたくさんの方々への感謝の気
持ちを忘れず、これから始まる実習に向けて
期待に応え成長する努力をしたいです。これ
からは、今日誓った看護師への決意を胸に、
クラス全員で支え合いながら、一人ひとりが
理想とする看護師に近づけるよう日々歩んで
いきたいと思います。

  決意式委員　野中美咲　山本玲奈　二神海里
　  　　　　　仙波　舞　多々良夢佳　柄崎実奈子
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外 来 診 療 担 当 医 表 内科外来直通電話 089-990-1834
外科外来直通電話 089-990-1835

診　療　科 診察室 午前・午後 月 火 水 木 金

循 環 器 内 科

６診 午前 舩　田 舩　田 泉 岩　田 関　谷午後 岩　田

11診 午前
午後 舩　田

12診 午前
午後 泉

消 化 器 内 科
９診 午前 古　田 山内（一） 久　保 山内（一）

（糖尿病専門） 久　保午後

12診 午前 廣　岡 大　藏
午後

呼 吸 器 内 科
10診 午前 阿　部 伊　東 佐　藤 阿　部 伊　東

午後

11診 午前 渡　邉 仙　波 山　本
午後

脳 神 経 内 科 12診 午前 小　原 尾　原 戸　井午後 小　原

整 形 外 科
15診 午前 宮　本 宮　本 担当医（初診のみ）

午後

16診 午前 相　澤 相　澤
午後

リハビリテーション科 15診 午前 曽我部 曽我部
午後

外 科 14診 午前
午後 石　丸

消 化 器 外 科 14診 午前 鈴　木 森　本 渡部（第３週）
午後

呼 吸 器 外 科 14診 午前 湯　汲
午後 佐野（第4週14時30分～）

小児科（神経外来） 14診 午前
午後 菊　池 濱　田 菊　池

専門外来（予約制） 月 火 水 木 金
心 臓 外 科 外 来 14診 泉谷（隔週）
ペ ー ス メ ー カ ー 外 来 ６診 第２・４（午後）
糖 尿 病 外 来 11診 神崎（月１回）
フ ッ ト ケ ア 外 来 ８診 毎　週
ス キ ン ケ ア 外 来 救外 第１・３（午前）
ペ イ ン ク リ ニ ッ ク 11診 山内（康）（午前）
じ ん 肺 外 来 14診 西村（第１・３午前）
ア ス ベ ス ト 外 来 11診 午　後 午　後
息 切 れ 外 来 11診 渡邉（13時30分～）
Ｓ Ａ Ｓ 外 来 11診 渡邉（14時～16時）
頭 痛 外 来 13診 永井（第２・４午前）
神 経 難 病 13診 橋　本
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東温市図書館 東温高校 東温消防署東温消防署

松山刑務所松山刑務所

北吉井小学校北吉井小学校
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愛媛大学
医学部
愛媛大学
医学部
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松山インターチェンジ松山インターチェンジ
川内インターチェンジ川内インターチェンジ

川内インターチェンジ川内インターチェンジ

東温市役所

東温市図書館

文

重信中学校

たのくぼ

みなら

よこがわらよこがわら

あいだい
いがくぶ

みなみぐち

あいだい
いがくぶ

みなみぐち文

文

文

文

北吉井小学校

横河原郵便局

文

〒

文
東温高校

文

文

松山刑務所

天然温泉 利楽

東温消防署

愛媛医療センター

愛媛医療センター

川上小学校
文

当 院 の 位 置 と 交 通

高速道路川内ICまでの所要時間 
　●三島川之江IC（７０ｋｍ） 　        ５０分
　●高松西IC（１３０.９ｋｍ）　　１時間３０分
　●徳島IC(１７０．９ｋｍ）　　 　１時間５０分
　●高知IC（１３０．１ｋｍ)　　 　１時間３０分
　　（川内ICから当センターまで車で５分）

交通機関
　電　　車　伊予鉄高浜横河原線横河原駅下車徒歩７分
　　　　　　または、愛大医学部南口駅下車徒歩3分
　バ　　ス　伊予鉄松山市駅川内方面行横河原下車徒歩１０分
　自家用車　松山市から３０分　伊予市から４０分　西条市から６０分
　　　　　　無料駐車場完備

※外来受付は８時30分から12時までです。内科は13時から16時までです。 （紹介状のない初診の受付は15時までです）　　   2020年１月１日現在
　ただし、土・日・祝祭日・年末年始（12月29日～１月３日）は休診です。
※ＳＡＳ（睡眠時無呼吸症候群）

※弊紙の基本方針として、掲載写真については原則ご本人様の了解を頂いております。

※弊紙へのご意見ご要望ご感想は、当センター内病院新聞編集委員会（担当：小倉）までお寄せください。
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